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  （百万円未満切捨て） 

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 
四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 16,426 6.8 590 127.0 614 123.0 381 187.3 

28年３月期第２四半期 15,387 24.5 260 17.2 275 19.5 132 90.5 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 405 百万円 （634.3％）   28年３月期第２四半期 55 百万円 （△60.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 39.70 － 

28年３月期第２四半期 13.81 － 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、連結子会社である株式会社テンポイノベーションが新株予約権を発行しており

ますが、非上場で期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 15,781 5,009 29.1 

28年３月期 16,210 4,678 26.4 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 4,599 百万円   28年３月期 4,280 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
28年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00 

29年３月期 － 0.00       

29年３月期（予想）     － 7.00 7.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 33,609 1.6 1,023 12.2 1,067 14.0 607 5.0 63.24 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
 



※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）      、除外 －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

(注)詳細は、添付資料Ｐ.４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 
②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 
③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 
④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 9,597,400 株 28年３月期 9,597,400 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 485 株 28年３月期 485 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 9,596,915 株 28年３月期２Ｑ 9,596,915 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境に改善が見られ、景気は緩やかな回復基

調にあるものの、中国をはじめとする新興国の景気減速や英国のEU離脱問題等、海外経済の下振れも懸念され、景

気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

 このような経済環境の中、移動体通信事業におきましては、携帯電話からスマートフォンやタブレットへの移行

が進む中、キャリア間のサービスや料金体系に大きな違いはなくなっております。また、MVNO（Mobile Virtual 

Network Operator：仮想移動体通信事業者。無線通信インフラを他携帯電話事業者等から借り受けてサービスを提

供している事業者のこと）の台頭もあることから、物販や電気など通信以外のサービスを提供することにより、差

別化を図っております。

 人材派遣事業につきましては、平成27年９月30日に改正労働者派遣法が施行され、直接雇用化への流れが加速し

ており、派遣スタッフの確保が難しい状況となっております。 

 ビルメンテナンス事業につきましては、輸出環境改善の恩恵を受ける製造業や公共投資増加の恩恵を受ける建設 

業等、顧客企業の収益に改善の傾向がみられる一方で、顧客企業のコスト削減意識は依然として強く、同業他社と 

の価格競争や既存顧客からの仕様変更、減額要請により受注価格の下落傾向が続いております。 

 飲食店舗賃貸事業につきましては、特に首都圏における外食産業の市場規模が拡大傾向にあり、出店費用を抑制 

できる居抜き出店、店舗貸借時に信用を補完できるサブリースとも好調に推移しております。 

 文具包装資材卸事業につきましては、100円ショップや通信販売等の主要取引先への販売が、同業他社との価格

競争により、厳しい状況となっております。また、海外仕入先であるアジア諸国の人件費上昇の影響で、仕入コス

トは増加傾向にあります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高16,426百万円（前年同期比6.8％増）となりまし

た。損益面におきましては営業利益590百万円（前年同期比127.0％増）、経常利益614百万円（前年同期比123.0％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益381百万円（前年同期比187.3％増）となりました。 

 セグメント別の概況は、次の通りであります。

① 移動体通信事業 

 移動体通信事業においては、各ショップの立地や来店客層に合わせた週末キャンペーンの実施などにより携帯

電話からスマートフォン、タブレットへの買い替え促進を展開してまいりました。また、「au WALLET Market」

（生活必需品や食料品等をauショップやインターネットで購入できるサービス）、「auでんき」等の通信以外の

サービスにも注力した結果、増収となりました。 

 損益面においては、競合他社との価格競争に一服感が出ており、販売促進費等の販売費及び一般管理費が減少

した結果、売上高の増加もあり、大幅増益となっております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,257百万円（前年同期比13.0％増）、営業利益は296百万円

（前年同期比4,606.0％増）となりました。 

② 人材派遣事業 

 人材派遣事業においては、一般派遣スタッフの確保が難しく、派遣人員が減少した結果、減収となりました。 

 損益面においては、派遣スタッフの人件費、採用費等の上昇が響き、減益となっております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,060百万円（前年同期比3.0％減）、営業利益は0百万円

（前年同期比93.0％減）となりました。 

③ ビルメンテナンス事業 

 ビルメンテナンス事業においては、引き続き取引先からの値下げ要請等がある中、スポット案件も減少した結

果、減収となりました。 

 損益面においては、外注費等の削減により売上総利益は増加したものの、人件費等の販売費及び一般管理費が

増加し、減益となっております。

  この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,967百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益は96百万円

（前年同期比1.2％減）となりました。
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④ 飲食店舗賃貸事業 

 飲食店舗賃貸事業においては、東京オリンピック開催等による景気回復への期待感から、首都圏における顧客

の新規出店意欲が高まっており、飲食店舗の開店・閉店支援サービスの契約件数、店舗管理業務（サブリース）

の管理物件数とも好調に推移し、増収となりました。

 損益面においては、営業員の増員等により販売費及び一般管理費が増加したものの、売上高の増加により、増

益となっております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,498百万円（前年同期比26.8％増）、営業利益は136百万円

（前年同期比20.2％増）となりました。

⑤ 文具包装資材卸事業 

 文具包装資材卸事業においては、主要取引先である100円ショップ、通信販売会社等への販売が、同業他社と

の価格競争により激化しており、減収となりました。 

 損益面においては、合併の効率化等による販売費及び一般管理費の削減により、増益となっております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,729百万円（前年同期比7.0％減）、営業利益は77百万円

（前年同期比0.3％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

①財政状態の変動状況 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.8％減少し、8,093百万円となりました。これは、主として受取手形

及び売掛金の減少（514百万円）、商品の減少（116百万円）等があったことによるものであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％増加し、7,688百万円となりました。これは、主として差入保証

金の増加（208百万円）等があったことによるものであります。

 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて2.6％減少し、15,781百万円となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて10.5％減少し、6,757百万円となりました。これは、主として支払手

形及び買掛金の減少（714百万円）、１年内返済予定の長期借入金の減少（92百万円）等があったことによるも

のであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、4,013百万円となりました。これは、主として長期預り

保証金の増加（268百万円）等があったことによるものであります。

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.6％減少し、10,771百万円となりました。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて7.1％増加し、5,009百万円となりました。これは、主として利益剰余金

の増加（313百万円）等があったことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の四半期末残高は、前連

結会計年度末に比べ28百万円増加し、2,248百万円となりました。キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

以下の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は328百万円（前年同期比33.1％増）となりました。これは主に税金等調整前

四半期純利益（612百万円）、売上債権の減少額（514百万円）等があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は70百万円（前年同期は305百万円の使用）となりました。これは主に差入保

証金の回収による収入（79百万円）や有形固定資産の売却による収入（58百万円）等があったことによるもの

であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は368百万円（前年同期比33.5％減）となりました。これは主に長期借入金の

返済による支出（336百万円）等があったことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年10月28日に発表いたしました「業績予想の修正に関す

るお知らせ」の通りであります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,233 2,262 

受取手形及び売掛金 3,666 3,152 

商品 1,917 1,801 

その他 866 877 

貸倒引当金 △3 △0 

流動資産合計 8,682 8,093 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,766 1,766 

その他（純額） 1,103 1,067 

有形固定資産合計 2,870 2,833 

無形固定資産    

のれん 385 364 

その他 43 41 

無形固定資産合計 429 405 

投資その他の資産    

差入保証金 2,956 3,165 

その他 1,271 1,283 

投資その他の資産合計 4,228 4,448 

固定資産合計 7,528 7,688 

資産合計 16,210 15,781 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,742 2,027 

短期借入金 2,120 2,170 

1年内返済予定の長期借入金 634 541 

未払法人税等 234 204 

賞与引当金 199 185 

役員賞与引当金 31 20 

その他 1,591 1,607 

流動負債合計 7,552 6,757 

固定負債    

長期借入金 795 550 

役員退職慰労引当金 8 9 

退職給付に係る負債 175 181 

長期預り保証金 2,602 2,871 

その他 397 401 

固定負債合計 3,979 4,013 

負債合計 11,531 10,771 

純資産の部    

株主資本    

資本金 255 255 

資本剰余金 309 309 

利益剰余金 3,583 3,897 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 4,148 4,462 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 131 137 

その他の包括利益累計額合計 131 137 

非支配株主持分 398 409 

純資産合計 4,678 5,009 

負債純資産合計 16,210 15,781 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 15,387 16,426 

売上原価 12,475 13,205 

売上総利益 2,912 3,221 

販売費及び一般管理費 2,652 2,630 

営業利益 260 590 

営業外収益    

受取利息及び配当金 7 8 

その他 25 30 

営業外収益合計 32 38 

営業外費用    

支払利息 12 8 

訴訟関連費用 － 4 

その他 4 2 

営業外費用合計 17 14 

経常利益 275 614 

特別損失    

固定資産除売却損 2 2 

賃貸借契約解約損 6 － 

特別損失合計 8 2 

税金等調整前四半期純利益 266 612 

法人税等 119 212 

四半期純利益 147 399 

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 18 

親会社株主に帰属する四半期純利益 132 381 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 147 399 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △91 5 

その他の包括利益合計 △91 5 

四半期包括利益 55 405 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 40 387 

非支配株主に係る四半期包括利益 14 18 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 266 612 

減価償却費 64 59 

のれん償却額 50 21 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △2 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 △13 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △10 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 5 

受取利息及び受取配当金 △7 △8 

支払利息 12 8 

固定資産除売却損益（△は益） 2 2 

売上債権の増減額（△は増加） 607 514 

たな卸資産の増減額（△は増加） 146 102 

仕入債務の増減額（△は減少） △267 △714 

差入保証金の増減額（△は増加） △231 △253 

預り保証金の増減額（△は減少） 289 268 

その他 △613 △33 

小計 323 558 

利息及び配当金の受取額 6 8 

利息の支払額 △12 △8 

法人税等の還付額 73 5 

法人税等の支払額 △144 △235 

営業活動によるキャッシュ・フロー 246 328 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △88 △29 

有形固定資産の売却による収入 － 58 

無形固定資産の取得による支出 － △1 

投資有価証券の取得による支出 △201 △1 

差入保証金の差入による支出 △4 △34 

差入保証金の回収による収入 1 79 

その他 △12 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △305 70 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 50 

長期借入金の返済による支出 △360 △336 

リース債務の返済による支出 － △7 

配当金の支払額 △38 △67 

非支配株主への配当金の支払額 △6 △7 

財務活動によるキャッシュ・フロー △554 △368 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △613 28 

現金及び現金同等物の期首残高 2,362 2,220 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,748 2,248 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

移動体 
通信事業 

人材派遣 
事業 

ビルメン 
テナンス 
事業 

飲食店舗 
賃貸事業 

文具包装 
資材卸事業 

売上高            

外部顧客への売上高 6,422 980 2,005 1,970 4,008 15,387 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 112 1 － 0 114 

計 6,422 1,093 2,006 1,970 4,008 15,501 

セグメント利益又は損失（△） 6 11 97 113 77 306 

 

     

 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

売上高    

外部顧客への売上高 － 15,387 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
△114 － 

計 △114 15,387 

セグメント利益又は損失（△） △46 260 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去３百万円、のれん償却額△50百万円が

含まれております。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

移動体 
通信事業 

人材派遣 
事業 

ビルメン 
テナンス 
事業 

飲食店舗 
賃貸事業 

文具包装 
資材卸事業 

売上高            

外部顧客への売上高 7,257 975 1,965 2,498 3,729 16,426 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 85 1 － 0 86 

計 7,257 1,060 1,967 2,498 3,729 16,513 

セグメント利益又は損失（△） 296 0 96 136 77 607 

 

     

 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

売上高    

外部顧客への売上高 － 16,426 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
△86 － 

計 △86 16,426 

セグメント利益又は損失（△） △17 590 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去３百万円、のれん償却額△21百万円が

含まれております。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 前第４四半期連結会計期間において、文具事務用品卸事業を営む株式会社スガタと、包装資材卸事業

を営む大明商事株式会社が合併し、株式会社ハピラに商号変更したことに伴い、報告セグメントを変更

し、「文具包装資材卸事業」としております。
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